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問2 次のI, Ⅱの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句又は数値を,それぞれの解答群の中から1つだけ選べ。なお,解答群の選択肢は必要に応じて2回以上使ってもよい。I 吸収線量とは,EZ壺 □電離放射線がE亜≡江物質に当たったとき,その物質の単位質量当た りに
吸収 されたェネルギーとして定義 されている。本来の sI単位は J・ kg iで ぁるが,こ の単位に対 してグレイ [Gy]と いう特別単位名称 と記号 とが与えられている。

吸収線量の測定法として最 も定義に忠実な方法は

「

勲 法であるが,例 えば断熱状態の水 に 1_oGyの吸収線量が与えられたときで も,温度上昇は約E=頭口
×103℃ にとどまり,こ れを正確 に測

定することは容易ではない。そのため,実用的な吸収線量測定は,ブラッグ・グレィの原理に準拠 じた空洞電離箱法によることが多い。空洞電離箱 とは固体壁 (グ ラファイ トなど)の 中に空洞を設け,その空洞中に空気などの気体を充填 したものである。空洞の中心には細い導電性の棒状電極 を配置||=■ ヒ固体壁の電に電圧を印カュして電離電流を測定する。固体壁が絶縁体である場合には,内壁

写 ξλ軍,く 案寡[亀i5壌「薇 冒鴛扉層ビ覚:i,雇頭』∫
つて生じたE亜頭薫レヾ

<AtFの 解答群>
1・ 直接  2 間接  3 任意の  4 組織等価  5 イオン対  6 電子速度7 荷電  8 非荷電  9 飽和  lo ェスヶ―プ  H 減速  12 熱量計13 自由空気電離箱  14 増倍  15 再結合

<アの解答群>
1 0.20  2 o_24  3 038  4 0:56  5 o81  6 1o  7 1.5  8 3.5
9 98



Ⅱ 例えば,空洞体積 V[m3],空洞気体密度ρ[kg・ m~3]の 空洞電離箱にX線 (又 はγ線)を照射 して
,

電離電流 I[A]を 得た場合,EI【覇口中の吸収線量率がR[の。s l]は 次式により求めることができる。

5m=“×Ю"考聰
ここで,7は空洞気体中で 1イ オン対を作るのに要する平均のエネルギー [cv],すなわちw値で

あつて,空気の場合 34 eVで ある。この cV単位をJ単位に換算する係数が 1=6文 iO~"J・ ev lで ある

三コ面]`[C]と 一致する。聰 は壁物質の空洞気体

と,

|

|

となる。ここで二次電子とは,コ ンプ トン効果や光電効果によって生 じた電子をいう。空洞気体が空

気であ り,壁物質がグラフアイ トのような原子番号の低い材料を使 う場合,蛇 はほとんど 1に 近い。

こうした空洞電離箱法の適用にあたっては,二次電子のE事 に比較 して空洞力測 さヽく,空洞の

'存
在が二

本
電子のEM専 コ

に大きく影響 しな
いことが前提 となっているが,空洞を小 さくすると,電

二七|こ が少なくなって、しまう。また,壁厚は壁物質中で二次電子のE亜
専

]が成立するように留意す

る。

壁物質として

「

≡麺hを 用いれば生体組織における吸収線量 (率)が決定できるが,演1定対象物質
と壁物質とが異なる場合には,潰1定対象物質 (例 えば,水ファントムなど)に小 さな空洞電離箱を挿

入 して測定を行い,得 られた結果に測定対象物質と壁物質のE:瑶
口

比を用いて,測定対象物質の吸

収線量 (率)を 間接的に求める。

体積 10× 106m3の 空洞に空気 (密度 13 kg・ m3)を充填 したグラファイ ト空洞電離箱にγ線を照

射 して,1_o mGy・ s lの吸収線量率を与えた場合,流 れる電流はE:壼日 nAである。このような微

少な電流を高い精度で測定するためには MosFETを用いた高感度電位計や振動容量電位計などが用
いられる。

<G～ Pの解答群>
1 空洞気体  2 壁物質

6 質量エネルギー吸収係数

10 電気素量  11 原子番号

14 質量エネルギー転移係数

<イ の解答群 >
1  0.20    2  024    3  0.38    4  0_56    5  081    6  1.0    7   15    8  3.5

9 9_8

3 組織等価物質  4 粒子束  5 飛程

7 電子平衡  8 平均質量阻止能  9 平均自由行程
12 定常状態  13 イオン密度比


